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金
滞
古
蹟
志
港
時
四

。
大
樋
町

此
の
地
は
も
と
郡
地
に
て
、
大
樋
村
の
地
内
た
り
し
故
大
樋
町
と
呼

ぺ
り
。
但
し
大
樋
町
と
此
の
地
を
呼
ぺ
る
は
叢
だ
古
き
事
た
り
け

ん
。
改
作
所
奮
記
に
戦
せ
た
る
延
賓
二
年
四
月
並
松
の
儀
に
付
里
長

へ
の
書
簡
に
‘
既
に
如
v
左
載
せ
た
り
。

往
還
道
筋
並
松
之
根
、
田
之
方
よ
り
掘
申
に
付
而
、
松
た
ふ
れ
申
弊

相
見
h
候
故
‘
共
段
御
算
用
場
御
奉
行
衆
へ
は
理
申
入
候
鹿
に
‘
松

之
根
際
を
指
除
定
杭
を
う
ち
、
共
内
を
土
取
不
v
申
様
に
可
v
申
由
に
候

之
問
、
明
日
大
樋
町
は
な
よ
り
枕
う
た
せ
可
v
申
候
僚
、
枕
木
鵠
v
持
手

代
相
添
出
し
置
可
v
申
候
。
需
v
共
如
v
此
候
。
以
上
。

渡
漣
藤
左
衛
門

浅

野

奥

市

郎

四
月
二
日

加
賀
郡
往
還
道
支
配
十
村
中

葛
巻
昌
興
自
記
に
、
一
泊
緑
三
年
三
月
十
七
日
金
津
出
火
に
付
、
飛
脚

江
戸
へ
到
着
。
大
樋
町
迄
焼
行
、
依
v
之
大
樋
町
罷
通
事
難
v
成
、
春
日

山
へ
上
り
罷
越
候
由
也
。
と
あ
り
。
按
や
る
に
、
.
此
の
大
樋
町
と
泉

野
の
地
質
煎
町
と
の
雨
所
は
共
に
郡
地
に
て
、
金
滞
町
家
へ
泣
き
地

に
て
、
そ
の
か
み
市
中
よ
り
稿
e
遁
に
離
れ
あ
り
し
頃
よ
り
、
大
樋

入

町
・
地
賛
煎
町
と
呼
ぴ
た
り
し
と
い
へ
り
。
組
尾
記
に
一
式
ふ
。
大
樋

町
の
地
は
、
む
か
し
は
大
樋
村
の
地
内
た
り
し
を
、
町
建
に
上
地
と

左
り
、
町
家
を
建
て
し
か
ど
、
近
き
頃
ま
で
郡
奉
行
の
支
配
地
な
り
し

を
.
今
は
町
奉
行
支
配
と
成
り
た
り
。
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
、

此
の
地
漣
を
町
奉
行
支
配
と
た
り
し
は
文
政
四
年
二
月
た
り
。
此
の

時
に
郡
地
の
ナ
所
悉
く
町
支
配
と
成
り
た
る
に
依
り
て
.
そ
れ
ん
¥

更
に
町
名
を
建
て
、
地
子
町
肝
煎
の
裁
許
と
怠
す
故
に
、
此
の
大
樋
町

も
往
古
よ
り
私
に
大
樋
町
と
稀
し
来
り
し
か
ど
‘
此
の
時
大
樋
村
領

の
町
地
に
大
樋
町
と
町
名
を
更
に
建
て
た
り
。
但
し
共
の
地
所
は
都

地
に
て
、
地
子
米
を
大
樋
村
へ
牧
納
し
来
れ
る
を
、
明
治
十
二
年
郡

地
の
分
悉
く
町
地
へ
脇
せ
ら
れ
し
時
、
此
の
大
樋
町
も
一
般
の
町
地

と
成
り
た
り
。

。
大
樋
町
戸
数

奮
藩
給
閏
所
留
記
に
云
ふ
。
大
樋
の
茶
犀
よ
り
か
た
く
さ
り
川
際
ま

で
古
家
、
夫
よ
り
宋
海
乎
一
軒
古
家
、
山
手
六
・
七
軒
古
自
然
、
夫
よ
り

新
家
也
。
長
屋
川
之
際
海
手
に
六
軒
、
川
を
越
え
て
海
乎
に
二
・
三
軒

古
家
、
夫
よ
り
末
又
新
家
也
。
間
数
等
取
調
書
に
、

血
渦

ゐ

ーι

一
、
八
拾
三
間
程

一
、
百
十
八
間
程

一
、
四
十
六
間
程

〆
二
百
四
拾
五
間
程

一
、
六
拾
六
軒

一
、
五
拾
二
軒

〆
百
十
八
軒

木
戸
よ
り
大
樋
橋
迄

大
樋
橋
よ
り
金
く
さ
り
橋
迄

金
く
さ
り
橋
よ
り
下
村
端
迄

古
家
数

新
家
数

お
町
奉
行
支
配
地
に
つ
ピ
き
て
、
郡
奉
行
支
配
之
新
家
等
、
震
=
見

分
-
取
調
紛
聞
出
来
。

右
は
享
保
十
八
年
に
取
調
有
v
之
総
闘
の
断
書
の
由
記
載
有
v
之
。
此

の
頃
古
家
と
有
v
之
は
、
共
以
前
よ
り
ふ
る
〈
家
建
有
v
之
分
、
ま
た
新

家
と
有
v
之
も
の
は
‘
共
の
頃
新
に
建
て
た
る
も
の
た
る
ぺ
し
。
是
に

て
郡
地
家
建
の
都
合
考
ふ
ぺ
し
。

。
大
樋
村
落

此
の
村
は
金
滞
下
口
街
尾
の
村
落
に

τ.
大
樋
の
邑
名
は
元
秘
十
四

年
の
三
州
郷
村
名
義
抄
に
.
大
樋
村
は
昔
束
の
方
に
犬
樋
有
v
之
に

付
、
大
樋
新
村
と
唱
へ
候
慮
、
後
新
の
字
を
除
き
大
樋
村
と
書
候
儀
・

何
頃
之
儀
に
候
哉
相
知
不
v
申
。
と
あ
り
。
年
代
摘
要
に
享
保
十
五
年

金
揮
官
蹟
志
巻
叶
四

町
続
き
家
数
・
頭
振
大
樋
村
百
拾
一
軒
。
と
あ
り
。
此
の
家
数
は
い
ま

一
宮
ふ
大
樋
町
の
戸
数
な
ら
ん
か
。
さ
て
犬
樋
の
邑
名
・
町
名
非
、
に
‘
も

と
此
の
地
に
大
・
な
る
樋
有
り
て
用
水
を
取
り
た
り
。
故
に
大
樋
の
地

名
起
れ
り
と
亀
尾
記
に
も
い
へ
り
。
此
の
村
は
小
坂
の
庄
内
廿
三
ク

村
の
一
村
左
り
し
か
ど
、
村
地
悉
く
町
地
と
な
り
け
ん
、
諸
問
務
中
は

無
高
の
村
と
せ
り
。

。

金

腐

橋

或
は
金
鎖
橋
と
も
書
け
り
。
金
部
橋
梁
記
に
、
か
た
く
さ
り
橋
大
樋

に
有
v
之
。
と
あ
り
。
正
保
四
年
幕
府
へ
港
建
せ
し
加
能
越
三
州
道
程

調
艇
に
、
金
ク
サ
リ
川
橋
長
さ
十
二
関
・
幅
二
問
。
と
記
載
し
た
れ

ば
、
川
名
を
以
て
橋
名
と
た
し
た
る
に
や
o
土
屋
義
休
の
大
路
水
経

に
も
金
腐
川
と
記
載
し
て
、
小
川
橋
あ
り
。
水
源
は
森
下
川
と
同
じ
と

あ
り
。
但
し
洩
香
久
敬
の
江
戸
道
程
記
に
は
、
此
の
河
の
中
に
磁
石

あ
り
て
鍛
を
吸
ひ
と
る
に
依
り
て
‘
此
の
橋
に
鍛
を
遁
へ
ば
必
4
y
腐

り
易
し
。
故
に
金
腐
橋
と
名
付
く
。
と
い
へ
り
。
叉
柴
野
美
感
の
柏
崎

尾
記
に
は
‘
此
の
橋
近
年
ま
で
鎖
を
以
て
材
木
を
繰
ぎ
梨
す
。
放
に

金
鎖
橋
と
い
ふ
。
一
統
に
は
此
の
水
源
は
訟
と
谷
の
臭
よ
り
出
づ
。

此
の
水
赤
そ
ぷ
多
く
し
て
水
資
色
に
染
む
。
此
の
橋
の
下
も
倫
然

九




